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1950 年 7 月に留学のためマルセイユに上陸した遠藤は、9 月までルーアンの建築家のロビン




















































































































納めたとされるローマのサン・ロレンツォ教会（San Lorenzo fuori le Mura）、そしてフラン
スのトゥールーズのサンテティエンヌ聖堂（Cathedrale St. Etienne）など数多い。カトリッ
クの総本山ローマのサン・ピエトロ大聖堂はマタイ伝の「あなたはペトロ。わたしはこの岩の














































図 2 カラヴァッジョ「聖ペテロの磔刑」 
Ｗｅｂ版では非公開































図 3 ホセ・アントリネス 
「マグダラのマリアの昇天」 
Ｗｅｂ版では非公開
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に唆す蛇の誘惑を思わせる 27）。ミルトン（John Milton, 1608-74）の Paradise Lost （1667）
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9） 遠藤周作 『ルーアンの丘』 PHP 研究所、1998 年。 
10） 遠藤周作 『留学』 『遠藤周作文学全集 第 2 巻長編小説 II』 新潮社、1999 年。 
11） 「使徒言行録」6 章 8 節―7 章 60 節 『聖書 新共同訳』（以下聖書の引用は新共同訳に
よる）。 
12） ペトロ（Peter）とパウロ（Paul）が伝承によって、ペトロは逆さ十字の刑で、パウロも
同じネロの時代にローマで殉教したと David Hugh Farmer 編の The Oxford Dictionary 
of Saints（Oxford: Oxford UP, 1978）の Peter と Paul の項目に記述されている。中世
の聖人伝説 Jacobus de Voragine の Legenda Aurea（『黄金伝説』）がその重要な伝承の
一つである。 
13） 『沈黙』は 1966 年、新潮社より刊行。引用は『遠藤周作文学全集 第 2 巻長編小説 II』
を用いた。 
14） 初出紙誌不詳。1963 年 7 月「文学とキリスト教」という題で『宗教と文学』（南北社）
に、67 年 10 月「私とキリスト教」と改題し『私の影法師』（桂書房）にそれぞれ収録さ
れた他、選集等に収録される。以下の引用は『遠藤周作文学全集 第 12 巻評論・エッセ
イ I』（新潮社、2000 年）による。 
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15） 『留学』は 1965［昭和 40］年、文藝春秋新社より刊行。引用は『遠藤周作文学全集 第
2 巻長編小説 II』を用いた。 
16） 山根道公は遠藤がリヨン国立大学の文学部長宛にこの題目の学位論文を準備していると
申請したことを明らかにしている。山根道公『遠藤周作―その人生と『沈黙』の真実』 （朝
文社、2005 年）120 ページ。 
17） 『遠藤周作文学全集 第 11 巻評伝 II』の解題に著者の『人生の同伴者』からの引用があ
り、フランスでサドとサルトル、ボーヴォワールの思想との関連について述べられている。
同書、351 ページ。 
18）「群像」1963［昭和 38］年 1 月号に発表。以下の引用は『遠藤周作文学全集 第 7 巻短編
小説 II』（新潮社、1999 年）による。 
19） 『遠藤周作文学全集 第 5 巻長編小説 V』（新潮社、1999 年）の解題に、加賀乙彦との




20） 『遠藤周作文学全集 第 5 巻長編小説 V』、338 ページ。 
21） 笠井秋生「「おバカさん」論―遠藤周作のイエス像」 笠井秋生・玉置邦雄編『作品論 遠
藤周作』（双文社、2000 年）93 ページ。  
22） 『遠藤周作―その人生と『沈黙』の真実』、138 ページ。 
23） 『沈黙』での聖書の引用は文語訳聖書を使用している。新共同訳では「しようとしている
ことを、今すぐ、しなさい」また新約聖書翻訳委員会訳『新約聖書』では「しようとして







25） 天羽美代子 「イエス像の変革」 柘植光彦編『遠藤周作―挑発する作家』（至文社、2008
年）、147 ページ。 
26） マタイ 26 章 69－75 節；マルコ 14 章 66－72；ルカ 22 章 54－62；ヨハネ 18 章 15－18、
25－27。 
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【図版】 
図 1 パリ、ノートル・ダム大聖堂 写真は筆者。 
図 2 The Crucifixion of Saint Peter (1600) 、 Michelangelo Merisi da Caravaggio 
(1573-1610)（ローマ、サンタ・マリア・デル・ポポロ聖堂チェラージ礼拝堂、画像は
Wikipedia による）。 
図 3 Assumption of Mary Magdalene (c.1660-70)、José Claudio Antolínez (1635-1675)（ス
ペイン・プラド美術館、画像は Wikipedia による）。 
